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土壌環境か らの ヨ ウ素の 揮発に及 ぼす微生物の 影響
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［目的］ 陸圏お よび海洋 に広 く存在す る ヨ ウ素の
一

部は 、 生物反 応 に よ り揮 発性有機 ヨ

ウ素で あ る ヨ ウ化メ チル （CH31） とな っ て大気中に 放出 され る 。
　 CH31 は 大気 中で 光

分解を受 け無機化 しオ ゾン 層の 破壊 に 関与 して い るこ とか ら、そ の 生 成源 を把握する

必 要が あ る。 これ ま で 陸圏植 物や海洋 の 藻類 （植物プ ラ ン ク トン を含む ）な どにお い

て CH31 生成能が見出され て きた が 、 主 となる生産者は未だ特定で きて い ない
。 そ こで

我 々 は 、 生物 圏にお い て 巨大なバ イ オ マ ス を有す る微生物が地球規模 で の ヨ ウ素の 揮

発 に深 く関与 して い る の で は ない か と推 察 して い る 。 本研 究で は 土壌環境 か らの ヨ ウ

素 の揮発 に対す る微生 物の 貢献 を明 らか にす るこ とを 目的と し 、 以下 の 実験 を行 っ た 。

防 法】 土壌懸濁液 をヨ ウ化物イオ ン （1
’
） と共に ガ ラス バ イア ル に分注 し、好気培養

ま た は嫌気培養に供 した 。 20 日間培養後 、ヘ ッ ドス ペ ース 中の 揮発性 有機 ヨ ウ素を

GC −ECD お よび GC −MS を用 い て 定量 ・
同定 した 。 環境 と同程度の ヨ ウ素濃度 に対応

した実験 として は 、 トレ
ー

サ実験法 を用い た 。 ガ ラス バ イア ル に 土壌懸 濁液、安定 ヨ

ウ素 （1一として O．1 μ M ）、お よび放射性 ヨ ウ素 1251 を添加 ・密栓 し、1 週 間培養 した 。

生成 した 揮発性有機 ヨ ウ素 は活性炭 に吸着 させ 、NaI シ ンチ レ ー
シ ョ ン カ ウン ターで

定量 した 。 ま た 、 各種 土壌か らラン ダム に単離 した 40 株の 細菌菌株 を用 い 、同様な ト

レ
ー

サ実験を行 っ た。こ の うち有意 な CH31 生成 を示 した菌株 は、16S　rDNA 塩基配列

に基づ い た系統解析 を行 っ た 。

［結果お よび考察］ 好気的条件 下 で 土壌を ヨ ウ素 と混合 して 培養 した と こ ろ 、 土壌 か ら

揮発する有機 ヨ ウ素の 化学型は 主 と して CH31 で ある こ とがわか っ た。嫌気 条件下 で は

CH31 の 生成は ほ とん ど見 られ なか っ た 。 極微量の ヨ ウ素 を用 い た トレ ー
サ実験にお い

て も ヨ ウ素 の 揮発 は認 め られ た。 ヨ ウ素 の 揮発は 滅菌処理 に よ っ て 阻害 され 、酵母 エ

キス の 添加 に よ っ て 著 しく増加 した 。 さらに 、 原核生物の 阻害剤で あるテ トラサイ ク

リン とス トレ プ トマ イ シ ン の 添加 に よ っ て ヨ ウ素 の 揮発 は著 し く阻害 を受 けた が 、真

核 生物阻害剤 の シ ク ロ ヘ キシ ミ ドに よ る阻害は ほ とん ど見 られ なか っ た 。 以上 の 結果

か ら 、 土壌中ヨ ウ素は主に CH31 と して揮発 し 、 そ の 揮発 に は土壌中の 好気性細菌が大

き く貢献 し て い るこ とが 示唆 され た。 また 、士 壌か らラ ン ダム に単離 した 好気性細菌

の うち 40％ に有意 なヨ ウ素揮発能 が認 め られ た 。 系統解析 の 結果 、 それ ら ヨ ウ素揮発

細菌は CFB 　group 、
　 Proteobacteria、

　 High 　GC 　Gram −
positive　bacteriaな ど 、 幅広 い

菌種 に分布 して い る こ とが明 らか とな っ た。細菌 に よる 土壌 環境 か らの ヨ ウ素の 揮発

経路は 、核実験や核燃料 の 再処理 に伴 っ て環境中に放 出され る長寿命放射性 ヨ ウ素 1291

（半減期 1600 万年）の 挙動 を考え る上 で も非常に重要 で ある 。
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